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は
じ
め
に

　

二
〇
二
〇
年
一
月
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
（
か
つ
て
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
を
構
成
し
て
い
た
国
々
）
の
一
つ
で
あ
る
ク
ロ

ア
チ
ア
共
和
国
で
新
た
な
「
祝
日
、
記
念
日
、
休
日
に
関
す
る
法
律）

1
（

」
が
施
行

さ
れ
た
。
か
な
り
多
く
の
祝
日
と
記
念
日
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

あ
る
。
一
九
九
〇
年
に
共
産
主
義
者
同
盟
に
よ
る
一
党
独
裁
体
制
が
崩
壊
し
、

そ
の
後
の
複
数
政
党
制
に
も
と
づ
く
第
二
次
世
界
大
戦
後
初
の
自
由
選
挙
で
フ

ラ
ニ
ョ
・
ト
ゥ
ジ
マ
ン
率
い
る
ク
ロ
ア
チ
ア
民
主
同
盟
（
Ｈ
Ｄ
Ｚ
）
が
地
滑
り

的
勝
利
を
お
さ
め
て
か
ら
、
そ
の
新
政
権
の
下
で
法
律
・
制
度
の
改
革
・
刷
新

が
急
速
に
進
め
ら
れ
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
そ
の
国
家
の
歴
史
を
書
き
連
ね
た

前
文
が
特
徴
的
な
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
憲
法
（
一
九
九
〇
年
一
二
月
施
行
）
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
改
革
・
刷
新
は
同
時
に
ク
ロ
ア
チ
ア
・
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
反
映
す
る
「
歴
史
の
政
治
化
」
や
「
記
憶
の
政
治
」
を
押
し

進
め
る
も
の
で
あ
っ
た）

2
（

。
も
っ
と
も
、
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
九
〇
年
代
初
頭

に
か
け
て
の
体
制
転
換
に
よ
っ
て
、
中
東
欧
諸
国
に
お
い
て
「
社
会
主
義
時
代

に
史
的
唯
物
論
で
偽
装
さ
れ
た
国
民
史
／
民
族
史
を
書
き
か
え
て
、
新
た
な
歴

史
像
の
構
築
を
図
る
必
要
が
浮
上
し
た）

3
（

」
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
り
、
ク
ロ
ア

チ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
に
限
っ
た
現
象
で
は
な
い

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
少
な
く
と
も
ト
ゥ
ジ
マ
ン
大
統
領
の
下
で
ク
ロ
ア

チ
ア
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
記
憶
の
政
治
」
が
実
践
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
祝
日
や

記
念
日
の
制
定
も
含
ま
れ
て
い
た
。
一
九
九
一
年
三
月
に
最
初
の
「
祝
日
と
休

日
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
（
ク
ロ

ア
チ
ア
で
は
「
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
戦
争
」
ま
た
は
「
祖
国
戦
争
」
と
呼
ば
れ
る
）

を
は
さ
ん
で
、
祝
日
や
記
念
日
は
た
び
た
び
追
加
な
い
し
変
更
さ
れ
、
二
〇
二

〇
年
一
月
か
ら
の
現
行
法
の
施
行
に
至
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
事
例
を
中
心
に
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国

に
お
け
る
祝
日
・
記
念
日
の
変
遷
に
着
目
し
、
各
国
を
比
較
し
つ
つ
、
そ
れ
ら

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
祝
日
・
記
念
日
の
名
称

論
　
文旧

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
に
お
け
る
祝
日
・
記
念
日
の
変
遷
と
特
徴

石
田
信
一
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は
仮
訳
で
あ
り
、
必
ず
し
も
各
国
政
府
・
大
使
館
等
が
使
用
す
る
正
式
名
称
と

は
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

１
．
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
時
代
の
祝
日

　

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
祝
日
は
「
祝
日
に
関
す
る
法
律）

4
（

」
に
よ
っ
て
規
定
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
法
律
に
よ
れ
ば
、
祝
日
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
①
「
新
年
」

（
一
月
一
日
、
二
日
）、
②
「
メ
ー
デ
ー
」（
五
月
一
日
、
二
日
）、
③
「
勝
利
の

日
」（
五
月
九
日
）、
④
「
戦
士
の
日
」（
七
月
四
日
）、
⑤
「
共
和
国
の
日
」（
一

一
月
二
九
日
、
三
〇
日
）。
こ
れ
ら
の
う
ち
、「
勝
利
の
日
」
だ
け
は
休
業
日
で

は
な
い
祝
日
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
新
年
」、「
メ
ー
デ
ー
」、「
共
和
国
の
日
」

の
い
ず
れ
か
一
日
が
日
曜
日
と
重
な
っ
た
場
合
、
そ
の
翌
日
が
振
替
休
日
と
な

る
と
さ
れ
て
い
た
。「
勝
利
の
日
」
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
勝
記
念
日
（
ド

イ
ツ
の
降
伏
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
戦
争
が
終
結
し
た
日
）
で
あ
り
、

当
時
の
西
側
諸
国
が
五
月
八
日
を
あ
て
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連

邦
を
は
じ
め
と
す
る
東
側
諸
国
は
五
月
九
日
を
あ
て
て
い
た
が
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
も
後
者
で
あ
り
、
五
月
九
日
に
記
念
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。「
戦
士

の
日
」
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
枢
軸
軍
の
占
領
下
で
一
九
四
一
年
七
月
四

日
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
共
産
党
が
武
装
蜂
起
を
決
議
し
た
こ
と
を
記
念
す
る

も
の
で
、
こ
こ
で
い
う
「
戦
士
（borac

）」
と
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
抵
抗

運
動
、
と
く
に
パ
ル
チ
ザ
ン
に
よ
る
「
人
民
解
放
闘
争
」（
Ｎ
Ｏ
Ｂ
）
の
参
加

者
（
軍
人
に
限
ら
な
い
）
を
意
味
す
る
。
こ
の
決
議
が
行
わ
れ
た
場
所
（
ベ
オ

グ
ラ
ー
ド
）
に
は
「
七
月
四
日
博
物
館
」
が
設
け
ら
れ
て
い
た
（
二
〇
〇
〇
年

に
閉
鎖
さ
れ
た）

5
（

）。
ま
た
、「
共
和
国
の
日
」
は
一
九
四
三
年
一
一
月
二
九
日
に

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
民
解
放
反
フ
ァ
シ
ス
ト
評
議
会
（
Ａ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
Ｊ
）
の
第

二
回
会
合
が
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
ヤ
イ
ツ
ェ
で
開
催
さ
れ
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
連
邦
国
家
と
し
て
の
再
編
が
決
議
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し

て
一
九
四
五
年
一
一
月
二
九
日
に
そ
の
よ
う
な
連
邦
国
家
と
し
て
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
連
邦
人
民
共
和
国
が
発
足
し
た
こ
と
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
国
章
は
憲
法
で
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
「
一
九

四
三
年
一
一
月
二
九
日
」
と
記
さ
れ
た
青
い
リ
ボ
ン
で
束
ね
ら
れ
た
五
本
（
一

九
六
三
年
か
ら
は
六
本
）
の
松
明
を
麦
の
穂
が
取
り
囲
み
、
そ
の
上
部
に
赤
い

五
稜
星
を
配
置
す
る
デ
ザ
イ
ン
と
さ
れ
、こ
の
日
付
が
強
調
さ
れ
て
い
た）

6
（

。「
共

和
国
の
日
」
は
各
学
校
な
ど
で
小
学
校
一
年
生
の
児
童
を
共
産
主
義
者
同
盟
の

下
部
組
織
で
あ
る
「
ピ
オ
ニ
ー
ル
同
盟
」
に
加
盟
さ
せ
る
盛
大
な
式
典
が
開
催

さ
れ
る
日
で
も
あ
っ
た）

7
（

。
こ
れ
ら
の
祝
日
と
は
別
に
、
五
月
二
五
日
の
「
青
年

の
日
」
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
終
身
大
統
領
を
つ
と
め
た
ヨ
シ
プ
・
ブ
ロ

ズ
・
テ
ィ
ト
ー
の
誕
生
日
（
現
在
で
は
五
月
七
日
が
定
説
）
と
も
関
連
づ
け
ら

れ
、
青
年
の
祝
日
と
さ
れ
て
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
各
地
を
リ
レ
ー
で
巡
回
す

る
「
テ
ィ
ト
ー
の
リ
レ
ー
」
を
は
じ
め
と
す
る
記
念
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た）

8
（

。

現
在
で
も
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
市
内
に
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
博
物
館
の
一
部
と
し

て
テ
ィ
ト
ー
の
霊
廟
で
も
あ
る
「
花
の
家
」
と
と
も
に
「
五
月
二
五
日
博
物
館
」

が
あ
り
、
こ
の
日
が
テ
ィ
ト
ー
の
個
人
崇
拝
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
い）

9
（

。

　

全
国
的
な
祝
日
と
は
別
に
、
連
邦
構
成
共
和
国
ご
と
に
第
二
次
世
界
大
戦
中

の
パ
ル
チ
ザ
ン
に
関
連
す
る
蜂
起
や
反
フ
ァ
シ
ス
ト
会
議
の
開
催
を
記
念
す
る

祝
日
も
存
在
し
た
。
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
で
は
四
月
二
七
日
と
七
月
二
二
日
、
セ
ル
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ビ
ア
で
は
七
月
七
日
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
で
は
七
月
一
三
日
、
ク
ロ
ア
チ
ア
で
七

月
二
七
日
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
は
七
月
二
七
日
と
一
一
月
二

五
日
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
（
現
在
の
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
）
で
は
八
月
二
日
と
一
〇
月
一

一
日
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
現
在
で
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
も
の
も

あ
る
。

　

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
社
会
主
義
国
で
あ
り
、
総
じ
て
宗
教
上
の
祝
祭
日
が

法
律
上
の
休
日
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
で
は
「
諸
聖
人

の
日
」
に
あ
た
る
一
一
月
一
日
が
「
死
者
の
日
」
と
し
て
共
和
国
の
休
日
と

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
の
「
復

活
祭
」
や
「
ク
リ
ス
マ
ス
」、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
と
っ
て
の
「
ラ
マ
ザ
ン
・

バ
イ
ラ
ム
」（
イ
ー
ド
・
ア
ル
＝
フ
ィ
ト
ル
、
断
食
明
け
の
祭
）
や
「
ク
ル
バ

ン
・
バ
イ
ラ
ム
」（
イ
ー
ド
・
ア
ル
＝
ア
ド
ハ
ー
、
犠
牲
祭
）
な
ど
は
休
業
日

と
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
宗
教
行
事
と
し
て
広
く
実
践
さ
れ
て
い
た
。

２
．
ク
ロ
ア
チ
ア
の
祝
日
と
記
念
日
（
１
）
一
九
九
〇
年
代

　

現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
祝
日
と
記
念
日
は
、
前
述
の
通
り
、
二
〇
二
〇
年
に

施
行
さ
れ
た
「
祝
日
、
記
念
日
、
休
日
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
祝
日
は
、
日
本
と
同
じ
く
休
業
日
と
さ
れ
て
い
る
が
、
日

曜
日
と
重
な
っ
た
場
合
で
も
月
曜
日
が
振
替
休
日
と
は
な
ら
な
い
。

　

ま
ず
、
こ
の
法
律
の
原
型
と
も
い
え
る
「
祝
日
と
休
日
に
関
す
る
法
律）

10
（

」
が

制
定
さ
れ
た
の
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
か
ら
分
離
・
独

立
す
る
よ
り
前
の
一
九
九
一
年
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
五
月
の

総
選
挙
に
勝
利
し
た
フ
ラ
ニ
ョ
・
ト
ゥ
ジ
マ
ン
率
い
る
Ｈ
Ｄ
Ｚ
政
権
が
も
っ
と

も
早
い
段
階
で
着
手
し
た
法
律
改
正
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の

際
の
祝
日
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
①
「
新
年
」（
一
月
一
日
）、
②
「
労
働
者

の
祝
日
」（
五
月
一
日
）、
③
「
国
家
の
日
」（
五
月
三
〇
日
）、
④
「
反
フ
ァ
シ

ス
ト
闘
争
の
日
」（
六
月
二
二
日
）、
⑤
「
聖
母
被
昇
天
祭
」（
八
月
一
五
日
）、

⑥
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
祝
日
」（
一
二
月
二
五
日
、
二
六
日
）。

　

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
「
国
家
の
日
」
は
、
一
九
九
〇
年
五
月
三
〇
日
に
複
数

政
党
制
自
由
選
挙
に
よ
っ
て
Ｈ
Ｄ
Ｚ
を
多
数
派
と
す
る
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
が
開

会
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
る
。「
反
フ
ァ
シ
ス
ト
闘
争
の
日
」
は
、

一
九
四
一
年
六
月
二
二
日
に
最
初
の
枢
軸
諸
国
に
対
す
る
抵
抗
運
動
組
織
と
し

て
第
一
シ
サ
ク
・
パ
ル
チ
ザ
ン
部
隊
が
組
織
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
も
の
で

あ
り
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
時
代
の
「
ク
ロ
ア
チ
ア
人
民
蜂
起
の
日
」（
七
月

二
七
日
）
に
代
わ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。「
ク
ロ
ア
チ
ア
人
民
蜂
起
の
日
」
は

ク
ロ
ア
チ
ア
人
で
は
な
く
セ
ル
ビ
ア
人
に
よ
る
蜂
起
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

当
時
の
ク
ロ
ア
チ
ア
指
導
部
が
そ
れ
を
嫌
っ
て
変
更
し
た
面
も
あ
る
。
な
お
、

こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
る
よ
り
前
か
ら
「
宗
教
的
祝
日
に
労
働
者
が
欠
勤
す
る

権
利
に
関
す
る
法
律）

11
（

」
に
よ
っ
て
宗
教
上
の
祝
祭
日
（「
ク
リ
ス
マ
ス
」、「
バ

イ
ラ
ム
」、
そ
の
他
）
を
各
々
の
信
徒
が
休
業
日
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

さ
ら
に
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
祝
日
に
関
す
る
法
律）

12
（

」
に
よ
っ
て
、「
ク
リ
ス
マ
ス
」

（
一
二
月
二
五
日
）
が
祝
日
（
休
業
日
）
と
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、「
一
月
六
日
」（「
公
現
祭
」
か
）、「
一
月
七
日
」（
ユ
リ
ウ

ス
暦
に
よ
る
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
か
）、「
イ
ー
ス
タ
ー
マ
ン
デ
ー
」、「
ラ
マ
ザ
ン
・

バ
イ
ラ
ム
」、「
死
者
を
悼
む
日
」（
一
一
月
一
日
）
は
祝
日
で
は
な
い
休
業
日
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と
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
は
「
ヨ
ム
・
キ
プ
ル
」（
贖
罪
日
）
と

「
ロ
シ
ュ
・
ハ
シ
ャ
ナ
」（
新
年
祭
）、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
は
「
ク
ル
バ
ン
・

バ
イ
ラ
ム
」
を
休
業
日
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
日
付
が
明
記
さ
れ

て
い
な
い
休
業
日
は
、
移
動
祝
祭
日
ま
た
は
各
々
の
宗
教
暦
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
復
活
祭
は
そ
も
そ
も
春
分
の
日
の
後
の
満
月
の
日
か
ら
最
初
の

日
曜
日
に
あ
た
る
た
め
、
こ
こ
で
は
言
及
が
な
く
、
そ
の
翌
日
の
月
曜
日
だ
け

が
「
イ
ー
ス
タ
ー
マ
ン
デ
ー
」
と
し
て
休
業
日
と
な
っ
て
い
る
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
「
祖
国
戦
争
」
の
終
結
後
、
一
九
九
六
年
四
月
に
「
祝

日
、
記
念
日
、
休
日
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
際
に
は
、「
公
現
祭
」（
一

月
六
日
）、「
イ
ー
ス
タ
ー
マ
ン
デ
ー
」、「
祖
国
感
謝
の
日
」（
八
月
五
日
）、「
諸

聖
人
の
日
」（
一
一
月
一
日
）
が
祝
日
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た）

13
（

。「
祖
国
感
謝

の
日
」
は
、
一
九
九
五
年
八
月
五
日
に
ク
ロ
ア
チ
ア
軍
の
大
規
模
な
攻
勢
、
い

わ
ゆ
る
「
嵐
」
作
戦
に
よ
っ
て
、
一
九
九
一
年
か
ら
九
二
年
に
か
け
て
ク
ロ
ア

チ
ア
か
ら
の
分
離
を
宣
言
し
て
そ
の
実
効
支
配
を
免
れ
て
い
た
「
ク
ラ
イ
ナ
・

セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
」
を
崩
壊
さ
せ
、
事
実
上
「
祖
国
戦
争
」
に
勝
利
し
た
こ

と
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
る
。
の
ち
に
「
勝
利
と
祖
国
感
謝
の
日
」、
さ
ら
に

「
勝
利
と
祖
国
感
謝
の
日
お
び
よ
び
ク
ロ
ア
チ
ア
防
衛
者
の
日
」
に
改
称
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
防
衛
者
（branitelj

）」
と
は
「
祖
国
戦
争
」
の
参

加
者
の
総
称
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
「
戦
士
」
と
類
似
し
た
概

念
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
セ
ル
ビ
ア
正
教
会
な
ど
の
ユ
リ
ウ
ス
暦
に
よ
る
「
ク

リ
ス
マ
ス
」（
一
月
七
日
）、「
ラ
マ
ザ
ン
・
バ
イ
ラ
ム
」、「
ク
ル
バ
ン
・
バ
イ

ラ
ム
」、「
ヨ
ム
・
キ
プ
ル
」、「
ロ
シ
ュ
・
ハ
シ
ャ
ナ
」
は
、
引
き
続
き
各
々
の

信
徒
に
と
っ
て
休
業
日
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
記
念
日
と
し
て
は
「
自
由
と
独
立
の
た
め
の
闘
争
に
お
け
る
ク
ロ
ア

チ
ア
の
犠
牲
者
の
追
悼
の
日
」（
五
月
一
五
日
に
最
も
近
い
日
曜
日
）
だ
け
が

設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
「
自
由
と
独
立
の
た
め
の
闘
争
に
お
け
る
ク
ロ
ア
チ

ア
の
犠
牲
者
の
追
悼
の
日
」
は
、
も
と
も
と
一
九
四
五
年
五
月
に
起
こ
っ
た

「
ブ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
悲
劇
」
の
五
〇
周
年
を
記
念
す
る
式
典
に
由
来
し）

14
（

、「
ブ
ラ

イ
ブ
ル
ク
の
犠
牲
者
と
十
字
架
の
道
の
犠
牲
者
の
追
悼
の
日
」
と
し
て
想
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が）

15
（

、
実
際
の
法
律
の
条
文
で
は
ブ
ラ
イ
ブ
ル
ク
あ
る
い
は

十
字
架
の
道
と
い
っ
た
表
現
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
反
面
、
ブ
ラ
イ
ブ

ル
ク
（
現
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
）
で
は
毎
年
ク
ロ
ア
チ
ア
政
府
高
官
ら
も
参
加
す

る
大
規
模
な
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
激
し
い
政
治
論
争
や
抗
議
活
動
が
繰
り

返
さ
れ
て
い
る）

16
（

。
二
〇
二
一
年
五
月
一
五
日
に
も
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
首
相
や
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
議
長
ら
は
参
加
せ
ず
、
ク
ロ
ア

チ
ア
大
使
が
代
表
を
つ
と
め
る
小
規
模
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た）

17
（

。
ブ
ラ
イ
ブ
ル

ク
に
お
け
る
記
念
式
典
の
問
題
は
、
枢
軸
国
側
の
傀
儡
国
家
「
ク
ロ
ア
チ
ア
独

立
国
」
最
大
の
強
制
収
容
所
が
あ
っ
た
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
に
お
け
る
記
念
式
典
の

問
題
と
同
じ
く
、
ク
ロ
ア
チ
ア
に
限
ら
ず
近
隣
諸
国
、
と
く
に
セ
ル
ビ
ア
と
ボ

ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
を
巻
き
込
む
政
治
論
争

と
な
っ
て
き
た
が
、
本
稿
の
主
要
な
分
析
対
象
で
は
な
い
た
め
、
別
稿
に
譲
る

こ
と
と
し
た
い
（
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
に
お
け
る
記
念
式
典
は
毎
年
四
月
か
ら
五
月

に
か
け
て
開
催
さ
れ
て
い
る）

18
（

）。
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３
．
ク
ロ
ア
チ
ア
の
祝
日
と
記
念
日
（
２
）

　
　
二
〇
〇
〇
年
代
以
降

　

一
九
九
九
年
末
に
ト
ゥ
ジ
マ
ン
大
統
領
が
逝
去
し
、
翌
年
の
大
統
領
選
挙
で

も
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
選
挙
で
も
Ｈ
Ｄ
Ｚ
が
敗
北
し
て
下
野
す
る
と
、
ク
ロ
ア
チ

ア
社
会
民
主
党
（
旧
共
産
主
義
者
同
盟
）
の
イ
ヴ
ィ
ツ
ァ
・
ラ
チ
ャ
ン
を
首
相

と
す
る
中
道
左
派
連
立
政
権
は
憲
法
を
は
じ
め
と
す
る
法
律
の
改
正
に
着
手
し
、

「
祝
日
、
記
念
日
、
休
日
に
関
す
る
法
律）

19
（

」
も
一
部
改
正
さ
れ
、
祝
日
は
次
の

通
り
と
な
っ
た
（
二
〇
〇
一
年
年
一
一
月
施
行
）。
①
「
新
年
」（
一
月
一
日
）、

②
「
イ
ー
ス
タ
ー
マ
ン
デ
ー
」、
③
「
聖
体
祭
」（
三
位
一
体
の
主
日
の
後
の
木

曜
日
）、
④
「
労
働
者
の
祝
日
」（
五
月
一
日
）、
⑤
「
反
フ
ァ
シ
ス
ト
闘
争
の
日
」

（
六
月
二
二
日
）、
⑥
「
国
家
の
日
」（
六
月
二
五
日
）、
⑦
「
勝
利
と
祖
国
感
謝

の
日
」（
八
月
五
日
）、
⑧
「
聖
母
被
昇
天
祭
」（
八
月
一
五
日
）、
⑨
「
独
立
記

念
日
」（
一
〇
月
八
日
）、
⑩
「
諸
聖
人
の
日
」（
一
一
月
一
日
）、
⑪
「
ク
リ
ス

マ
ス
の
祝
日
」（
一
二
月
二
五
日
、
二
六
日
）。

　
「
国
家
の
日
」
が
五
月
三
〇
日
か
ら
六
月
二
五
日
に
移
動
し
、
新
た
に
「
独

立
記
念
日
」
が
一
〇
月
八
日
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。「
独
立
記

念
日
」
に
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和

国
の
他
の
共
和
国
・
自
治
州
と
関
係
の
解
消
を
決
議
し
た
（
一
九
九
一
年
）
一

〇
月
八
日
が
採
用
さ
れ
て
い
る）

20
（

。
な
お
、
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
は
こ
れ
に
先
立
っ

て
一
九
九
一
年
六
月
二
五
日
に
「
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
の
主
権
と
独
立
に
関
す

る
宣
言）

21
（

」
を
採
択
し
て
お
り
、
こ
の
日
付
が
「
国
家
の
日
」
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
記
念
日
と
し
て
は
「
自
由
と
独
立
の
た
め
の
闘
争
に
お
け
る
ク
ロ
ア

チ
ア
の
犠
牲
者
の
追
悼
の
日
」
に
加
え
て
、「
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
の
日
」（
五
月

三
〇
日
）
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
二
年
二
月
、
祝
日
と
し
て
「
公

現
祭
」（
一
月
六
日
）
が
追
加
さ
れ
て
い
る）

22
（

。

　

二
〇
〇
三
年
一
二
月
に
Ｈ
Ｄ
Ｚ
政
権
が
復
活
す
る
と
、
ク
ロ
ア
チ
ア
・
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
関
連
す
る
新
た
な
記
念
日
が
追
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
ず
二
〇
〇
五
年
一
二
月
に
は
「
イ
ス
ト
リ
ア
、
リ
イ
ェ
カ
、
ザ
ダ
ル
お
よ
び

島
々
の
ク
ロ
ア
チ
ア
本
国
と
の
統
一
に
関
す
る
決
議
の
日
」（
九
月
二
五
日
）、

「
メ
ジ
ム
リ
ェ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
家
か
ら
の
分
離
に
関
す
る
決
議
の
日
」（
一
月

九
日
）、「
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
の
国
際
的
承
認
の
日
」（
一
月
一
五
日）

23
（

）、
二
〇

一
一
年
七
月
に
「
全
体
主
義
・
権
威
主
義
体
制
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
日
」（
八
月
二
三
日）

24
（

）、
同
年
一
一
月
に
「
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
国
民

保
護
隊
創
設
の
日
」（
三
月
一
五
日
）
と
「
ズ
リ
ン
ス
キ
と
フ
ラ
ン
コ
パ
ン
の

死
去
の
日
」（
四
月
三
〇
日
）
が
加
わ
っ
た）

25
（

。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
「
イ
ス
ト
リ
ア
、
リ
イ
ェ
カ
、
ザ
ダ
ル
お
よ
び
島
々
の
ク
ロ

ア
チ
ア
本
国
と
の
統
一
に
関
す
る
決
議
の
日
」
は
一
九
四
三
年
九
月
二
五
日
か

ら
二
六
日
に
か
け
て
イ
ス
ト
リ
ア
地
方
人
民
解
放
委
員
会
が
パ
ジ
ン
で
会
合
し
、

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
イ
タ
リ
ア
領
と
な
っ
て
い
た
イ
ス
ト
リ
ア
、
リ
イ
ェ
カ
、

ザ
ダ
ル
お
よ
び
島
々
の
ク
ロ
ア
チ
ア
本
国
と
の
統
一
に
関
す
る
決
議
を
採
択
し

た
こ
と
を
記
念
す
る
も
の
、「
メ
ジ
ム
リ
ェ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
家
か
ら
の
分
離

に
関
す
る
決
議
の
日
」
は
一
九
一
九
年
一
月
九
日
に
チ
ャ
コ
ヴ
ェ
ツ
で
開
催
さ

れ
た
一
万
人
規
模
の
集
会
で
当
該
決
議
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
も
の
、

「
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
の
国
際
的
承
認
の
日
」
は
一
九
九
二
年
一
月
一
五
日
に
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ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
の
独
立
が
Ｅ
Ｃ
加
盟
一
二
か
国
と
そ
の
他
の
八
か
国
に
承

認
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
全
体
主
義
・
権
威
主
義

体
制
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
」
は
一
九
三
九
年
八
月
二
三
日

に
独
ソ
不
可
侵
条
約
（
モ
ロ
ト
フ
＝
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
協
定
）
が
締
結
さ
れ

た
こ
と
に
由
来
し
、
二
〇
〇
八
年
に
欧
州
議
会
が
「
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
と
ナ
チ

ズ
ム
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
」
と
し
て
制
定
し
た
も
の
で
あ

り
、
他
の
記
念
日
に
比
べ
る
と
、
や
や
異
質
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、「
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
国
民
保
護
隊
創
設
の
日
」
は
一
九
九
一

年
三
月
一
五
日
に
志
願
者
に
よ
る
準
軍
事
組
織
と
し
て
国
民
保
護
隊

（N
arodna zaštita

）
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
も
の
、「
ズ
リ
ン
ス

キ
と
フ
ラ
ン
コ
パ
ン
の
死
去
の
日
」
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
大
貴
族
で
軍
人
で
も

あ
っ
た
ペ
タ
ル
・
ズ
リ
ン
ス
キ
と
フ
ラ
ン
・
ク
ル
ス
ト
・
フ
ラ
ン
コ
パ
ン
が
ク

ロ
ア
チ
ア
に
対
す
る
絶
対
主
義
的
支
配
を
強
め
て
い
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
対

す
る
武
装
蜂
起
を
企
て
、
そ
れ
が
発
覚
し
て
一
六
七
一
年
四
月
三
〇
日
に
処
刑

さ
れ
た
こ
と
に
因
む
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
英
雄
視
さ
れ
る

こ
と
も
多
く
、
一
九
九
四
年
以
降
に
発
行
さ
れ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
の
五
ク
ー
ナ
紙

幣
に
は
ズ
リ
ン
ス
キ
と
フ
ラ
ン
コ
パ
ン
の
肖
像
が
描
か
れ
て
い
た）

26
（

。

　

ま
た
、
祝
日
の
名
称
等
も
変
更
と
な
り
、
二
〇
〇
八
年
五
月
に
は
「
イ
ー
ス

タ
ー
マ
ン
デ
ー
」
が
「
復
活
祭
と
イ
ー
ス
タ
ー
マ
ン
デ
ー
」
に
、「
勝
利
と
祖

国
感
謝
の
日
」
が
「
勝
利
と
祖
国
感
謝
の
日
お
よ
び
ク
ロ
ア
チ
ア
防
衛
者
の
日
」

に
、「
ク
リ
ス
マ
ス
の
祝
日
」
が
「
ク
リ
ス
マ
ス
」（
一
二
月
二
五
日
）
と
「
聖

ス
テ
フ
ァ
ノ
の
日
」（
一
二
月
二
六
日
）
に
分
離
し
た
ほ
か
、「
自
由
と
独
立
の

た
め
の
闘
争
に
お
け
る
ク
ロ
ア
チ
ア
の
犠
牲
者
の
追
悼
の
日
」
が
「
五
月
一
五

日
に
最
も
近
い
日
曜
日
」
か
ら
「
五
月
一
五
日
に
最
も
近
い
土
曜
日
ま
た
は
日

曜
日
」
に
変
更
さ
れ
た）

27
（

。

　

冒
頭
で
も
触
れ
た
二
〇
二
〇
年
一
月
に
施
行
さ
れ
た
、
も
っ
と
も
新
し
い

「
祝
日
、
記
念
日
、
休
日
に
関
す
る
法
律
」
で
は
、
祝
日
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
「
新
年
」（
一
月
一
日
）、
②
「
公
現
祭
」（
一
月
六
日
）、
③
「
復
活
祭
と
イ
ー

ス
タ
ー
マ
ン
デ
ー
」、
④
「
聖
体
祭
」、
⑤
労
働
者
の
祝
日
、（
五
月
一
日
）、
⑥

「
国
家
の
日
」（
五
月
三
〇
日
）、
⑦
「
反
フ
ァ
シ
ス
ト
闘
争
の
日
」（
六
月
二
二

日
）、
⑧
「
勝
利
と
祖
国
感
謝
の
日
お
よ
び
ク
ロ
ア
チ
ア
防
衛
者
の
日
」（
八
月

五
日
）、
⑨
「
聖
母
被
昇
天
祭
」（
八
月
一
五
日
）、
⑩
「
諸
聖
人
の
日
」（
一
一

月
一
日
）、
⑪
「
祖
国
戦
争
の
犠
牲
者
の
追
悼
の
日
お
よ
び
ヴ
コ
ヴ
ァ
ル
と
シ
ュ

カ
ブ
ル
ニ
ャ
の
犠
牲
者
の
追
悼
の
日
」（
一
一
月
一
八
日
）、
⑫
「
ク
リ
ス
マ
ス
」

（
一
二
月
二
五
日
）、
⑬
「
聖
ス
テ
フ
ァ
ノ
の
日
」（
一
二
月
二
六
日
）。

　

こ
の
ほ
か
、
セ
ル
ビ
ア
正
教
会
な
ど
の
ユ
リ
ウ
ス
暦
に
よ
る
「
ク
リ
ス
マ
ス
」

（
一
月
七
日
）
と
「
イ
ー
ス
タ
ー
マ
ン
デ
ー
」、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
「
ラ
マ
ザ
ン
・

バ
イ
ラ
ム
」
と
「
ク
ル
バ
ン
・
バ
イ
ラ
ム
」、
ユ
ダ
ヤ
教
の
「
ヨ
ム
・
キ
プ
ル
」

と
「
ロ
シ
ュ
・
ハ
シ
ャ
ナ
」
は
、
従
来
通
り
、
各
々
の
信
徒
に
と
っ
て
休
業
日

と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
の
現
在
の
記
念
日
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
祝
日
と
異
な
り
休
業

日
で
は
な
い
）。
①
「
メ
ジ
ム
リ
ェ
と
ク
ロ
ア
チ
ア
本
国
の
統
一
の
日
」（
一
月

九
日
）、
②
「
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
の
国
際
的
承
認
の
日
お
よ
び
ク
ロ
ア
チ
ア

の
ド
ナ
ウ
川
地
域
の
平
和
的
再
統
合
の
日
」（
一
月
一
五
日
）、
③
「
ク
ロ
ア
チ

ア
共
和
国
国
民
保
護
隊
創
設
の
日
」（
三
月
一
五
日
）、
④
「
ズ
リ
ン
ス
キ
と
フ

ラ
ン
コ
パ
ン
の
死
去
の
日
」（
四
月
三
〇
日
）、
⑤
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
お
よ
び
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フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
勝
利
の
日
」（
五
月
九
日
）、
⑥
「
自
由
と
独
立
の
た
め

の
闘
争
に
お
け
る
ク
ロ
ア
チ
ア
の
犠
牲
者
の
追
悼
の
日
」（
五
月
一
五
日
に
最

も
近
い
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
）、⑦
「
独
立
記
念
日
」（
六
月
二
五
日
）、⑧
「
全

体
主
義
・
権
威
主
義
体
制
│
ナ
チ
ズ
ム
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
共
産
主
義
の
犠
牲
者

を
追
悼
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
」（
八
月
二
三
日
）、
⑨
「
祖
国
戦
争
に
お
け
る

行
方
不
明
者
の
追
悼
の
日
」（
八
月
三
〇
日
）、
⑩
「
イ
ス
ト
リ
ア
、
リ
イ
ェ
カ
、

ザ
ダ
ル
お
よ
び
島
々
の
ク
ロ
ア
チ
ア
本
国
と
の
統
一
に
関
す
る
決
議
の
日
」

（
九
月
二
五
日
）、
⑪
「
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
の
日
」（
一
〇
月
八
日
）。

　

こ
れ
ま
で
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
二
〇
〇
一
年
に
六
月
二
五
日
に
移
動
し

て
祝
日
で
は
な
く
記
念
日
と
な
っ
て
い
た
「
国
家
の
日
」
が
ふ
た
た
び
五
月
三

〇
日
に
戻
っ
て
祝
日
と
な
っ
た
こ
と
、
同
じ
く
二
〇
〇
一
年
に
新
設
さ
れ
た

「
独
立
記
念
日
」
が
一
〇
月
八
日
か
ら
六
月
二
五
日
に
移
動
し
て
祝
日
で
は
な

く
記
念
日
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
同
じ
く
二
〇
〇
一
年
に
新
設
さ
れ
た
「
ク

ロ
ア
チ
ア
議
会
の
日
」（
祝
日
で
は
な
く
記
念
日
）
が
五
月
三
〇
日
か
ら
一
〇

月
八
日
に
移
動
し
た
こ
と
で
あ
る
。
日
付
か
ら
す
る
と
、
五
月
三
〇
日
は
記
念

日
か
ら
祝
日
に
、
六
月
二
五
日
と
一
〇
月
八
日
は
祝
日
か
ら
記
念
日
に
変
わ
っ

た
こ
と
に
な
る
。
一
九
九
〇
年
代
の
Ｈ
Ｄ
Ｚ
政
権
下
で
は
実
際
に
五
月
三
〇
日

の
み
が
祝
日
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
長
期
安
定
政
権
と
な
っ
た
Ｈ
Ｄ
Ｚ

に
お
け
る
そ
の
時
代
の
再
評
価
や
回
帰
の
動
き
と
関
連
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
に
向
け
た
一
九
九
〇
年
代
の
「
祖
国
戦
争
」
の
犠
牲

者
を
強
調
す
る
姿
勢
は
、
一
九
九
一
年
一
一
月
一
八
日
に
東
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
の

ヴ
コ
ヴ
ァ
ル
と
北
ダ
ル
マ
チ
ア
の
シ
ュ
カ
ブ
ル
ニ
ャ
が
と
も
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
人
民
軍
と
セ
ル
ビ
ア
人
の
準
軍
事
組
織
に
よ
っ
て
陥
落
し
た
こ
と
に
因

ん
で
「
祖
国
戦
争
の
犠
牲
者
の
追
悼
の
日
お
よ
び
ヴ
コ
ヴ
ァ
ル
と
シ
ュ
カ
ブ
ル

ニ
ャ
の
犠
牲
者
の
追
悼
の
日
」
が
祝
日
と
し
て
、
ま
た
国
際
連
合
に
よ
る
「
国

際
デ
ー
」
の
一
つ
、「
強
制
失
踪
の
被
害
者
の
た
め
の
国
際
デ
ー）

28
（

」
を
援
用
し

た
「
祖
国
戦
争
に
お
け
る
行
方
不
明
者
の
追
悼
の
日
」
が
記
念
日
と
し
て
新
設

さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
祝
日
は
「
自
然
と
社
会
」（
日
本
に
お
け
る
理
科
・
社
会
を
あ
わ

せ
た
も
の
）
の
教
科
書
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
小
学
校
一
年
生
向

け
の
「
自
然
と
社
会
」
に
は
、「
パ
ン
の
日
」、「
ク
リ
ス
マ
ス
と
新
年
」、「
復

活
祭
」、「
国
家
の
日
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、「
国
家
の
日
は
五
月
三
〇
日
で
す
。

こ
の
日
に
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
が
初
め
て
会
合
し
ま
し
た
。
建
物
に
は
ク
ロ
ア
チ

ア
国
旗
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
」
と
い
っ
た
説
明
が
あ
る）

29
（

。
ま
た
、
小
学
校
二
年
生

向
け
の
「
自
然
と
社
会
」
に
は
、「
パ
ン
の
日
」、「
ク
リ
ス
マ
ス
と
新
年
」、「
復

活
祭
」、「
祖
国
ク
ロ
ア
チ
ア
の
祝
日
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、「
祖
国
ク
ロ
ア

チ
ア
の
祝
日
」
で
は
「
国
家
の
日
」
が
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
の
写
真
と
と
も
に
、

そ
し
て
「
祖
国
戦
争
の
犠
牲
者
の
追
悼
の
日
お
よ
び
ヴ
コ
ヴ
ァ
ル
と
シ
ュ
カ
ブ

ル
ニ
ャ
の
犠
牲
者
の
追
悼
の
日
」
が
ヴ
コ
ヴ
ァ
ル
の
「
祖
国
戦
争
に
お
け
る
犠

牲
者
の
記
念
墓
地
」
の
写
真
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る）

30
（

。
二
〇
二
〇
年
に
現

在
の
「
祝
日
、
記
念
日
、
休
日
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
は
、「
国

家
の
日
」
で
は
な
く
「
独
立
記
念
日
」（
一
〇
月
八
日
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
た）

31
（

。
な
お
、
法
律
上
の
祝
日
や
記
念
日
で
は
な
い
が
、
教
科
書
で
最
初
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
の
は
毎
年
一
〇
月
の
第
二
日
曜
日
に
主
と
し
て
日
々
の
糧
で
あ

る
パ
ン
と
大
地
の
恵
み
に
感
謝
す
る
学
校
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
「
パ

ン
の
日
」
で
あ
る）

32
（

。
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４
．
そ
の
他
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
祝
日

（
１

）
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
祝
日

　

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
祝
日
は
一
九
九
一
年
に
制
定
さ
れ
た
「
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
共

和
国
の
祝
日
と
休
日
に
関
す
る
法
律）

33
（

」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
と

は
異
な
り
、
祝
日
に
は
休
業
日
と
な
る
も
の
と
休
業
日
と
な
ら
な
い
も
の
が
あ

る
。
祝
日
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
「
新
年
」（
一
月
一
日
、
二
日
）、　

②
「
プ

レ
シ
ェ
レ
ン
の
日
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
文
化
の
祝
日
」（
二
月
八
日
）、
③
「
占
領

軍
に
対
す
る
蜂
起
の
日
」（
四
月
二
七
日
）、
④
「
労
働
者
の
祝
日
」（
五
月
一
日
、

二
日
）、
⑤
「
プ
リ
モ
シ
ュ
・
ト
ル
バ
ル
の
日
」（
六
月
八
日
、
休
業
日
で
は
な

い
）、
⑥
「
国
家
の
日
」（
六
月
二
五
日
）、
⑦
「
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
プ
レ

ク
ム
リ
ェ
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
の
母
国
の
人
々
と
の
統
合
の
日
」（
八
月
一
七

日
、
休
業
日
で
は
な
い
）、
⑧
「
プ
リ
モ
ル
ス
カ
の
母
国
へ
の
復
帰
の
日
」（
九

月
一
五
日
、
休
業
日
で
は
な
い
）、
⑨
「
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」（
九

月
二
三
日
、
休
業
日
で
は
な
い
）、
⑩
「
主
権
の
日
」（
一
〇
月
二
五
日
、　

休

業
日
で
は
な
い
）、
⑪
「
死
者
を
悼
む
日
」（
一
一
月
一
日
）、
⑫
「
ル
ド
ル
フ
・

マ
イ
ス
テ
ル
の
日
」（
一
一
月
二
三
日
、
休
業
日
で
は
な
い
）、
⑬
「
独
立
と
統

一
の
日
」（
一
二
月
二
六
日
）。

　

こ
の
う
ち
「
国
家
の
日
」
は
一
九
九
一
年
六
月
二
五
日
に
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
議

会
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
か
ら
の
独
立
宣
言
を
採
択
し
た
こ
と
を
記
念
す
る
日

（
ク
ロ
ア
チ
ア
と
足
並
み
を
揃
え
て
い
た
）、「
主
権
の
日
」
は
同
年
一
〇
月
二

五
日
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
民
軍
が
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
か
ら
撤
退
し
た
こ
と
を

記
念
す
る
日
、
ま
た
「
独
立
と
統
一
の
日
」
は
一
九
九
〇
年
一
二
月
二
六
日
に

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
独
立
を
問
う
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
日

で
、
当
初
は
「
独
立
記
念
日
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
・

ス
ポ
ー
ツ
の
日
」
は
二
〇
二
〇
年
に
導
入
さ
れ
た
も
っ
と
も
新
し
い
祝
日
で
、

二
〇
〇
〇
年
九
月
二
三
日
に
シ
ド
ニ
ー
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の

選
手
が
初
め
て
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
国
歌
が
流
れ
た
日
を
記

念
す
る
も
の
で
あ
る）

34
（

。

　

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
で
は
憲
法
第
七
条
の
政
教
分
離
の
原
則
か
ら
宗
教
上
の
祝
祭

日
を
祝
日
と
し
て
い
な
い
が）

35
（

、
次
の
祝
祭
日
は
休
業
日
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
①
「
イ
ー
ス
タ
ー
サ
ン
デ
ー
と
イ
ー
ス
タ
ー
マ
ン
デ
ー
」、
②
「
ペ

ン
テ
コ
ス
テ
」、
③
「
聖
母
被
昇
天
祭
」（
八
月
一
五
日
）、
④
「
宗
教
改
革
の
日
」

（
一
〇
月
三
一
日
）、
⑤
ク
リ
ス
マ
ス
（
一
二
月
二
五
日
）。
全
般
的
に
宗
教
改

革
が
浸
透
し
な
か
っ
た
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
に
お
い
て
、
マ
ル
テ
ィ

ン
・
ル
タ
ー
が
一
五
一
七
年
一
〇
月
三
一
日
に
「
九
五
カ
条
の
論
題
」
を
発
表

し
た
と
さ
れ
る
日
を
記
念
す
る
「
宗
教
改
革
の
日
」
を
定
め
て
い
る
唯
一
の
事

例
で
あ
る
（
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
で
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
比
率
は
全
人
口
の
一
％

未
満
で
あ
る）

36
（

）。

（
２

）
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
祝
日

　

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
祝
日
は
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
が
セ
ル
ビ
ア
と
の
連
合
国
家
を
解

消
し
た
後
、
二
〇
〇
七
年
に
制
定
さ
れ
た
「
国
家
及
び
そ
の
他
の
祝
日
に
関
す

る
法
律）

37
（

」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
律
で
は
、
国
家
の
祝
日
と
そ
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う
で
は
な
い
祝
日
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
「
独
立
記
念
日
」（
五
月
二

一
日
）
と
「
国
家
の
日
」（
七
月
一
三
日
）、
後
者
は
「
新
年
」（
一
月
一
日
）

と
「
労
働
者
の
祝
日
」（
五
月
一
日
）
で
あ
る
。
ま
た
、
大
き
な
特
徴
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
祝
日
だ
け
で
な
く
、
そ
の
翌
日
も
休
業
日
と
な
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
振
替
休
日
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
祝
日
が
土
曜
日

の
場
合
は
月
曜
日
が
、
ま
た
日
曜
日
の
場
合
は
月
曜
日
と
火
曜
日
が
休
業
日
と

な
る
。「
独
立
記
念
日
」
は
二
〇
〇
六
年
五
月
二
一
日
に
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
独

立
を
問
う
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
日
、「
国
家
の
日
」
は

一
八
七
八
年
七
月
一
三
日
に
ベ
ル
リ
ン
会
議
に
お
い
て
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
オ
ス

マ
ン
帝
国
か
ら
の
独
立
が
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
日
で
あ
る
。

　

一
方
、
宗
教
上
の
祝
祭
日
は
、
別
途
「
宗
教
上
の
祝
日
の
祝
祭
に
関
す
る
法

律
」
で
規
定
さ
れ
て
い
る）

38
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
正
教
徒
に
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
・

イ
ヴ
」、「
ク
リ
ス
マ
ス
」（
二
日
間
）、「
聖
大
金
曜
日
」、「
イ
ー
ス
タ
ー
マ
ン

デ
ー
」、「
ク
ル
ス
ナ
・
ス
ラ
ヴ
ァ
」（
守
護
聖
人
の
日
）
が
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト

リ
ッ
ク
教
徒
に
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ
」、「
ク
リ
ス
マ
ス
」（
二
日
間
）、「
聖

金
曜
日
」、「
イ
ー
ス
タ
ー
マ
ン
デ
ー
」、「
諸
聖
人
の
日
」
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教

徒
に
は
「
ラ
マ
ザ
ン
・
バ
イ
ラ
ム
」（
三
日
間
）
と
「
ク
ル
バ
ン
・
バ
イ
ラ
ム
」

（
三
日
間
）、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
は
「
ヨ
ム
・
キ
プ
ル
」（
二
日
間
）
と
「
過
越
祭
」

（
二
日
間
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
宗
教
上
の
祝
日
（
か
つ
休
業
日
）
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
る
。

（
３

）
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
祝
日

　

北
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
祝
日
は
「
祝
日
に
関
す
る
法
律）

39
（

」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
法
律
で
は
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
と
同
じ
く
、
国
家
の
祝
日
と
そ
う
で

は
な
い
祝
日
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
「
聖
キ
ュ
リ
ロ
ス
・
メ
ト
デ
ィ
ウ

ス
の
日
」（
五
月
二
四
日
）、「
共
和
国
の
日
」（
八
月
二
日
）、「
独
立
記
念
日
」

（
九
月
八
日
）、「
人
民
蜂
起
の
日
」（
一
〇
月
一
一
日
）、「
マ
ケ
ド
ニ
ア
革
命
闘

争
の
日
」（
一
〇
月
二
三
日
）、「
オ
フ
リ
ド
の
聖
ク
リ
メ
ン
ト
の
日
」（
一
二
月

八
日
）、後
者
は
「
新
年
」（
一
月
一
日
）、「
ク
リ
ス
マ
ス
」（
一
月
七
日
）、「
イ
ー

ス
タ
ー
マ
ン
デ
ー
」、「
労
働
者
の
日
」（
五
月
一
日
）、「
ラ
マ
ザ
ン
・
バ
イ
ラ

ム
」（
初
日
）
で
あ
る
。「
共
和
国
の
日
」
は
一
九
〇
三
年
八
月
二
日
に
内
部
マ

ケ
ド
ニ
ア
革
命
組
織
（
Ｖ
Ｍ
Ｒ
Ｏ
）
に
よ
る
イ
リ
ン
デ
ン
蜂
起
が
起
こ
り
、
短

命
な
が
ら
ク
ル
シ
ェ
ヴ
ォ
共
和
国
を
樹
立
し
た
こ
と
、
そ
し
て
一
九
四
四
年
八

月
二
日
に
マ
ケ
ド
ニ
ア
共
和
国
の
樹
立
に
つ
な
が
る
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
民
解
放
反

フ
ァ
シ
ス
ト
会
議
（
Ａ
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
）
の
最
初
の
会
合
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
す
る
日
、「
独
立
記
念
日
」
は
一
九
九
一
年
九
月
八
日
に
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
独

立
を
問
う
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
日
、「
人
民
蜂
起
の
日
」

は
一
九
四
一
年
一
〇
月
一
一
日
に
マ
ケ
ド
ニ
ア
で
初
め
て
枢
軸
諸
国
に
対
す
る

蜂
起
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
記
念
す
る
日
、「
マ
ケ
ド
ニ
ア
革
命
闘
争
の
日
」
は

一
八
九
三
年
一
〇
月
二
三
日
に
Ｖ
Ｍ
Ｒ
Ｏ
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
日

で
あ
る
。

　

北
マ
ケ
ド
ニ
ア
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
特
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
に
向
け
た

祝
日
（
休
業
日
）
が
数
多
く
設
け
ら
れ
て
い
る
。
セ
ル
ビ
ア
人
の
た
め
の
「
聖

サ
ヴ
ァ
の
日
」（
一
月
二
七
日
）、
ロ
マ
の
た
め
の
「
国
際
ロ
マ
の
日
」（
四
月

八
日
）、
ヴ
ラ
フ
の
た
め
の
「
ヴ
ラ
フ
の
日
」、（
五
月
二
三
日
）、
ボ
シ
ュ
ニ
ャ

ク
人
の
た
め
の
「
国
際
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ク
の
日
」（
九
月
二
八
日
）、
ユ
ダ
ヤ
人
の
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た
め
の
「
ヨ
ム
・
キ
プ
ル
」、
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
た
め
の
「
ア
ル
バ
ニ
ア
語
の

ア
ズ
ブ
カ
の
日
」（
一
一
月
二
二
日
）、
ト
ル
コ
人
の
た
め
の
「
ト
ル
コ
語
に
よ

る
教
育
の
日
」（
一
二
月
二
一
日
）
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　

さ
ら
に
、
宗
教
上
の
祝
祭
日
も
、
各
々
の
信
徒
に
と
っ
て
祝
日
（
休
業
日
）

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
正
教
徒
に
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ
」、「
主
の
洗

礼
祭
」（
一
月
一
九
日
）、「
聖
大
金
曜
日
」、「
生
神
女
就
寝
祭
」（
八
月
二
八
日
）、

「
聖
霊
降
臨
祭
」、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
は
「
イ
ー
ス
タ
ー
マ
ン
デ
ー
」、「
諸
聖

人
の
日
」、「
ク
リ
ス
マ
ス
」、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
は
「
ク
ル
バ
ン
・
バ
イ
ラ

ム
」
が
祝
日
と
さ
れ
て
い
る
。

（
４

）
コ
ソ
ヴ
ォ
の
祝
日

　

コ
ソ
ヴ
ォ
の
セ
ル
ビ
ア
か
ら
の
独
立
を
認
め
て
い
な
い
国
々
も
多
く
、
そ
の

国
際
的
地
位
は
未
確
定
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
コ
ソ
ヴ
ォ
政
府
が
定
め
た
「
祝

日
に
関
す
る
法
律）

40
（

」
に
基
づ
き
、
毎
年
公
表
し
て
い
る
祝
日
の
う
ち
二
〇
二
二

年
の
も
の
を
取
り
上
げ
る
（
振
替
休
日
の
制
度
が
あ
り
、
ま
た
一
部
の
移
動
祝

祭
日
は
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
付
記
さ
れ
て
い
る）

41
（

）。
①
「
新
年
」

（
一
月
一
日
、
二
日
だ
が
、
二
〇
二
二
年
は
一
月
三
日
、
四
日
が
振
替
休
日
）、

②
「
正
教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
」（
一
月
七
日
）、
③
「
コ
ソ
ヴ
ォ
共
和
国
の
独
立

記
念
日
」（
二
月
一
七
日
）、
④
「
コ
ソ
ヴ
ォ
共
和
国
憲
法
記
念
日
」（
四
月
九

日
だ
が
、
二
〇
二
二
年
は
四
月
一
一
日
が
振
替
休
日
）、
⑤
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の

復
活
祭
」（
四
月
一
七
日
、
イ
ー
ス
タ
ー
マ
ン
デ
ー
の
四
月
一
八
日
も
休
日
と

な
る
）、
⑥
「
正
教
会
の
復
活
祭
」（
四
月
二
四
日
、
イ
ー
ス
タ
ー
マ
ン
デ
ー
の

四
月
二
五
日
も
休
日
と
な
る
）、
⑦
「
国
際
労
働
者
の
日
」（
五
月
一
日
だ
が
、

二
〇
二
二
年
は
五
月
二
日
が
振
替
休
日
）、
⑧
「
イ
ー
ド
・
ア
ル
＝
フ
ィ
ト
ル
」

（
五
月
二
日
だ
が
、
二
〇
二
二
年
は
「
国
際
労
働
者
の
日
」
の
振
替
休
日
と
重

な
る
た
め
五
月
三
日
が
休
日
）、
⑨
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
」（
五
月
九
日
）、
⑩

「
イ
ー
ド
・
ア
ル
＝
ア
ド
ハ
ー
」（
ク
ル
バ
ン
・
バ
イ
ラ
ム
、
七
月
九
日
だ
が
、

二
〇
二
二
年
は
七
月
一
一
日
が
振
替
休
日
）、
⑪
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ク
リ
ス
マ

ス
」（
一
二
月
二
五
日
だ
が
、
二
〇
二
二
年
は
一
二
月
二
六
日
が
振
替
休
日
）。

こ
れ
ら
の
う
ち
「
コ
ソ
ヴ
ォ
共
和
国
の
独
立
記
念
日
」
は
二
〇
〇
八
年
二
月
一

七
日
に
コ
ソ
ヴ
ォ
議
会
が
セ
ル
ビ
ア
か
ら
の
独
立
宣
言
を
行
っ
た
こ
と
、「
コ

ソ
ヴ
ォ
共
和
国
憲
法
記
念
日
」
は
同
憲
法
が
二
〇
〇
八
年
四
月
九
日
に
公
布
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
法
律
に
は
、
記
念
日
（M

em
orial days

）
に
関
す
る
条
文
も
あ
る
。

①
「
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
日
」（
一
一
月
八
日
）、
②
「
平
和
の
日
」（
六
月
一
二
日
）、

③
「
退
役
軍
人
の
日
」（
三
月
六
日
）、
④
「
ト
ル
コ
人
の
日
」（
四
月
二
三
日
）、

⑤
「
ロ
マ
の
日
」（
四
月
八
日
）、
⑥
「
ア
シ
ュ
カ
リ
ー
の
日
」（
二
月
一
五
日
）、

⑦
「
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ク
人
の
日
」（
九
月
二
八
日
）、
⑧
「
ゴ
ー
ラ
人
の
日
」（
五

月
六
日
）。
こ
の
ほ
か
、
セ
ル
ビ
ア
人
に
は
二
つ
の
記
念
日
を
設
け
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
ア
ル
バ
ニ
ア
人
、
セ
ル
ビ
ア
人
、
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ク
人
、
ト

ル
コ
人
、
ロ
マ
（
ア
シ
ュ
カ
リ
ー
と
エ
ジ
プ
シ
ャ
ン
を
含
む
）、
ゴ
ー
ラ
人
は
、

コ
ソ
ヴ
ォ
を
構
成
す
る
主
要
な
六
つ
の
民
族
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
コ
ソ

ヴ
ォ
議
会
に
議
席
が
確
保
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
コ
ソ
ヴ
ォ
の
国
旗
や
国
章
に
も

六
つ
の
民
族
を
象
徴
す
る
星
が
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
、「
平
和
の
日
」
は
一

九
九
九
年
六
月
一
二
日
、
コ
ソ
ヴ
ォ
紛
争
の
終
結
と
と
も
に
北
大
西
洋
条
約
機

構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
指
揮
下
で
コ
ソ
ヴ
ォ
治
安
維
持
部
隊
（
Ｋ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
）
が
活
動
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を
開
始
し
た
こ
と
を
記
念
す
る
日
で
あ
る
。

（
５

）
セ
ル
ビ
ア
の
祝
日

　

セ
ル
ビ
ア
の
祝
日
は
「
国
家
及
び
そ
の
他
の
祝
日
に
関
す
る
法
律）

42
（

」
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
国
家
の
祝
日
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
振
替
休
日
の
制
度

あ
り
）。
①
「
新
年
」（
一
月
一
日
、
二
日
）、
②
「
国
家
の
日
」（
二
月
一
五
日
、

一
六
日
）、
③
「
労
働
者
の
祝
日
」（
五
月
一
日
、
二
日
）、
④
「
勝
利
の
日
」（
五

月
九
日
）、
⑤
「
第
一
次
世
界
大
戦
休
戦
記
念
日
」（
一
一
月
一
一
日
）。
こ
の

う
ち
「
国
家
の
日
」
は
一
八
〇
四
年
二
月
一
五
日
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
対
す
る

第
一
次
セ
ル
ビ
ア
蜂
起
が
勃
発
し
た
こ
と
、
そ
し
て
一
八
三
五
年
二
月
一
五
日

に
最
初
の
セ
ル
ビ
ア
憲
法
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
宗
教
上
の
祝
日
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
「
ク
リ
ス
マ
ス
」（
一
月
七
日
）、

②
「
復
活
祭
」（
聖
大
金
曜
日
か
ら
イ
ー
ス
タ
ー
マ
ン
デ
ー
ま
で
）。
こ
の
ほ
か
、

正
教
徒
に
は
「
ク
ル
ス
ナ
・
ス
ラ
ヴ
ァ
」（
初
日
）、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
そ
の
他

の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
は
各
々
の
教
会
暦
に
よ
る
「
ク
リ
ス
マ
ス
」（
初
日
）
と

「
復
活
祭
」（
聖
金
曜
日
か
ら
イ
ー
ス
タ
ー
マ
ン
デ
ー
ま
で
）、
イ
ス
ラ
ー
ム
教

徒
に
は
「
ラ
マ
ザ
ン
・
バ
イ
ラ
ム
」（
初
日
）
と
「
ク
ル
バ
ン
・
バ
イ
ラ
ム
」（
初

日
）、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
は
「
ヨ
ム
・
キ
プ
ル
」（
初
日
）
が
祝
日
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
休
業
日
と
な
ら
な
い
祝
日
と
し
て
、
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
①
「
聖
サ
ヴ
ァ
の
日
」（
一
月
二
七
日
）、
②
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
の
犠
牲
者
お
よ
び
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
そ
の
他
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
犠

牲
者
の
追
悼
の
日
」（
四
月
二
二
日
）、
③
「
聖
ヴ
ィ
ト
ゥ
ス
の
日
（
ヴ
ィ
ド
ヴ

ダ
ン
）」（
六
月
二
八
日
）、
④
「
セ
ル
ビ
ア
人
の
統
一
と
自
由
と
国
旗
の
日
」（
九

月
一
五
日
）、
⑤
「
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
セ
ル
ビ
ア
人
の
犠
牲
者
の
追
悼
の

日
」（
一
〇
月
二
一
日
）。
こ
れ
ら
の
う
ち
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

の
犠
牲
者
お
よ
び
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
そ
の
他
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
犠
牲
者
の

追
悼
の
日
」
は
一
九
四
五
年
四
月
二
二
日
に
数
多
く
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
収
容
さ

れ
て
い
た
「
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
」
の
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
強
制
収
容
所
が
解
放
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
日
、「
聖
ヴ
ィ
ト
ゥ
ス
の
日
」
は
一
三
八
九
年
六
月
二

八
日
に
セ
ル
ビ
ア
諸
侯
ら
が
コ
ソ
ヴ
ォ
平
原
で
オ
ス
マ
ン
帝
国
軍
と
戦
っ
た
こ

と
を
記
念
す
る
日
、「
セ
ル
ビ
ア
人
の
統
一
と
自
由
と
国
旗
の
日
」
は
一
九
一

八
年
九
月
一
五
日
に
フ
ラ
ン
ス
＝
セ
ル
ビ
ア
連
合
軍
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
軍
に
大
攻

勢
を
仕
掛
け
て
サ
ロ
ニ
カ
戦
線
（
マ
ケ
ド
ニ
ア
戦
線
）
に
お
け
る
勝
利
へ
と
導

い
た
こ
と
を
記
念
す
る
日
、「
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
セ
ル
ビ
ア
人
の
犠
牲
者

の
追
悼
の
日
」
は
一
九
四
一
年
一
〇
月
二
一
日
に
ド
イ
ツ
軍
の
占
領
下
に
あ
っ

た
ク
ラ
グ
イ
ェ
ヴ
ァ
ツ
で
住
民
の
虐
殺
事
件
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
記

念
日
で
あ
る
。
と
く
に
「
セ
ル
ビ
ア
人
の
統
一
と
自
由
と
国
旗
の
日
」
は
二
〇

二
〇
年
に
同
じ
セ
ル
ビ
ア
人
の
「
国
家
」
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
と
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
の
結
束
を
強
化
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
た
も
っ
と
も
新
し
い
記
念
日
で
あ
り）

43
（

、
二
〇
二
一
年
に
は
セ
ル
ビ
ア

の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ル
・
ヴ
チ
ッ
チ
大
統
領
が
こ
の
日
に
す
べ
て
の
セ
ル
ビ
ア
人

が
セ
ル
ビ
ア
国
旗
を
掲
げ
る
よ
う
呼
び
か
け
た
こ
と
か
ら
、
と
く
に
一
九
九
〇

年
代
か
ら
「
セ
ル
ビ
ア
人
問
題
」
へ
の
対
処
を
迫
ら
れ
て
き
た
ク
ロ
ア
チ
ア
の

政
治
家
な
ど
か
ら
批
判
的
な
声
が
あ
が
っ
た）

44
（

。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
国
旗

（nacionalna zastava

）」
は
、
公
式
行
事
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
赤
・
青
・
白
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の
横
割
り
三
色
旗
に
国
章
が
配
置
さ
れ
た
「
国
家
の
旗
（državna 

zastava

）」
で
は
な
く
、
国
章
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
「
民
族
の
旗
（narodna 

zastava
）」
で
あ
り
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
と
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
で
ほ
ぼ
同
じ

も
の
で
あ
る）

45
（

。

（
６

）
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
祝
日

　

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
に
は
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
連

邦
、
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
と
い
う
二
つ
の
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
加
え
、
ブ
ル
チ
ュ

コ
特
別
区
が
あ
り
、
現
在
の
制
度
に
な
っ
て
か
ら
は
統
一
的
な
祝
日
に
関
す
る

法
律
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い）

46
（

。
祝
日
は
複
雑
で
、
そ
の
取
り
扱
い
に
も
や
や
混

乱
が
見
ら
れ
る）

47
（

。

　

す
べ
て
の
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
ブ
ル
チ
ュ
コ
特
別
区
を
含
む
）
で
祝
日
と
さ
れ

て
い
る
の
は
、「
新
年
」（
一
月
一
日
、
二
日
）
と
「
労
働
者
の
祝
日
」（
五
月

一
日
、
二
日
）
の
み
で
あ
る
（
こ
れ
ら
の
祝
日
の
二
日
目
が
日
曜
日
の
場
合
、

月
曜
日
が
振
替
休
日
と
な
る
）。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ

ゴ
ヴ
ィ
ナ
連
邦
で
は
「
独
立
記
念
日
」（
三
月
一
日
）、「
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す

る
勝
利
の
日
」（
五
月
九
日
、
休
業
日
で
は
な
い
）、「
国
家
の
日
」（
一
一
月
二

五
日
）、
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
で
は
「
共
和
国
の
日
」（
一
月
九
日
）、「
フ
ァ
シ

ズ
ム
に
対
す
る
勝
利
の
日
」（
五
月
九
日
、
休
業
日
で
は
な
い
）、「
ボ
ス
ニ
ア
・

ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
和
平
一
般
枠
組
み
合
意
成
立
の
日
」（
一
一
月
二
一
日
）、

ブ
ル
チ
ュ
コ
特
別
区
で
は
「
ブ
ル
チ
ュ
コ
特
別
区
創
設
の
日
」（
三
月
八
日
）

が
祝
日
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
「
独
立
記
念
日
」
は
一
九
九
二
年
二
月
二
九
日
と
三
月
一
日

に
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
独
立
を
問
う
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
す
る
日
だ
が
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
残
留
を
望
ん
で
い
た
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
在
住
の
セ
ル
ビ
ア
人
の
大
多
数
が
こ
の
国
民
投
票
を

ボ
イ
コ
ッ
ト
し
て
お
り
、
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
で
は
祝
日
と
な
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、「
国
家
の
日
」
は
一
九
四
三
年
一
一
月
一
五
日
に
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ

ゴ
ヴ
ィ
ナ
人
民
解
放
国
家
反
フ
ァ
シ
ス
ト
評
議
会
（
Ｚ
Ａ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
ｉ
Ｈ
）
の

第
一
回
会
合
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
日
で
あ
り
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
時
代
か
ら
続
く
祝
日
で
も
あ
る
が
、
同
じ
く
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
で
は
祝
日

と
な
っ
て
い
な
い
。

　

一
方
、
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
の
「
共
和
国
の
日
」
は
一
九
九
二
年
一
月
九
日

に
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
の
前
身
で
あ
る
「
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の

セ
ル
ビ
ア
民
族
の
共
和
国
」
の
樹
立
が
宣
言
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
日
で
あ

り
、
当
然
な
が
ら
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
連
邦
で
は
祝
日
と
な
っ
て

い
な
い
。
こ
の
祝
日
は
二
〇
一
五
年
に
憲
法
裁
判
所
か
ら
違
憲
で
あ
る
こ
と
が

宣
言
さ
れ
た
が
、
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
指
導
部
は
こ
れ
を
無
視
し
、
現
在
ま
で

祝
日
と
し
て
記
念
行
事
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。「
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ヴ
ィ
ナ
和
平
一
般
枠
組
み
合
意
成
立
の
日
」
は
一
九
九
五
年
一
一
月
二
一
日
に

こ
の
合
意
（
い
わ
ゆ
る
「
デ
イ
ト
ン
合
意
」）
が
成
立
し
て
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
紛
争
が
終
結
し
た
こ
と
を
記
念
す
る
日
だ
が
、
や
は
り
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
連
邦
で
は
祝
日
と
な
っ
て
い
な
い
。

　
「
ブ
ル
チ
ュ
コ
特
別
区
創
設
の
日
」
は
二
〇
〇
〇
年
三
月
八
日
に
ブ
ル
チ
ュ

コ
特
別
区
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
日
で
あ
り
、
ブ
ル
チ
ュ
コ
特
別
区

の
み
で
祝
日
と
な
っ
て
い
る
。
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ま
た
、
宗
教
上
の
祝
日
と
し
て
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
は
「
ラ
マ
ザ
ン
・

バ
イ
ラ
ム
」
と
「
ク
ル
バ
ン
・
バ
イ
ラ
ム
」
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
は
「
ク

リ
ス
マ
ス
」（
一
二
月
二
四
日
、
二
五
日
）
と
「
復
活
祭
」
が
、
正
教
徒
に
は
「
ク

リ
ス
マ
ス
」（
一
月
六
日
、
七
日
）
と
「
復
活
祭
」
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　

な
お
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
連
邦
を
構
成
す
る
諸
県
の
う
ち
、

ク
ロ
ア
チ
ア
人
が
多
数
派
を
占
め
る
西
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
県
で
は
、
次
に
示

す
通
り
独
自
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
て
い
る）

48
（

。
①
「
新
年
」（
一

月
一
日
）、
②
「
公
現
祭
」（
一
月
六
日
）、
③
「
イ
ー
ス
タ
ー
マ
ン
デ
ー
」、
④

「
労
働
者
の
祝
日
」（
五
月
一
日
）、
⑤
「
す
べ
て
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
国
家
の

日
」（
五
月
三
〇
日
）、
⑥
「
聖
体
祭
」、
⑦
「
聖
母
被
昇
天
祭
」（
八
月
一
五
日
）、

⑧
「
諸
聖
人
の
日
」（
一
一
月
一
日
）、
⑨
「
死
者
の
日
」（
一
一
月
二
日
）、
⑩

「
ヘ
ル
ツ
ェ
グ
＝
ボ
ス
ナ
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
共
同
体
の
創
設
の
日
お
よ
び
西
ヘ

ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
県
の
日
」（
一
一
月
一
八
日
）、
⑪
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
祝
日
」

（
一
二
月
二
五
日
、
二
六
日
）。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
祝
祭
日
は
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ほ
ぼ

同
じ
形
で
祝
日
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
「
国
家
の
日
」

と
同
じ
五
月
三
〇
日
が
「
す
べ
て
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
国
家
の
日
」
と
さ
れ
て

い
る
。「
ヘ
ル
ツ
ェ
グ
＝
ボ
ス
ナ
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
共
同
体
の
創
設
の
日
お
よ

び
西
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
県
の
日
」
は
一
九
九
二
年
一
一
月
一
八
日
に
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
在
住
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
に
よ
っ
て
「
ヘ
ル
ツ
ェ
グ
＝

ボ
ス
ナ
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
共
同
体
」
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
日
で
あ

る
。
こ
の
「
共
同
体
」
は
の
ち
に
「
ヘ
ル
ツ
ェ
グ
＝
ボ
ス
ナ
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人

共
和
国
」
を
称
し
て
独
立
国
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
た
が
、
一
九
九
四
年
三

月
の
ワ
シ
ン
ト
ン
合
意
に
よ
っ
て
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
連
邦
の
一

部
と
な
り
、
い
く
つ
か
の
県
に
分
割
さ
れ
た
。
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ

ナ
連
邦
を
構
成
す
る
一
〇
県
の
う
ち
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
が
多
く
住
む
西
ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
県
、
ヘ
ル
ツ
ェ
グ
＝
ボ
ス
ナ
県
（
正
式
名
称
は
「
第
一
〇
カ
ン

ト
ン
」）、
ポ
サ
ヴ
ィ
ナ
県
で
は
、
県
の
名
称
を
公
式
の
「
カ
ン
ト
ン
」
で
は
な

く
ク
ロ
ア
チ
ア
と
同
じ
「
ジ
ュ
パ
ニ
ヤ
」
と
し
て
お
り
、「
ヘ
ル
ツ
ェ
グ
＝
ボ

ス
ナ
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
共
和
国
」
の
国
旗
を
引
き
続
き
県
旗
と
す
る
な
ど
（
ポ

サ
ヴ
ィ
ナ
県
で
は
二
〇
〇
〇
年
に
新
た
な
県
旗
が
導
入
さ
れ
た
）
独
自
の
動
き

が
見
ら
れ
、
た
び
た
び
憲
法
裁
判
所
か
ら
違
憲
と
み
な
さ
れ
て
き
た）

49
（

。

む
す
び
に
か
え
て

　

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
祝
日
や
記
念
日
の
う
ち
各
国
で
共
通
す
る
も

の
は
、
宗
教
上
の
祝
祭
日
を
除
け
ば
「
新
年
」
と
「
メ
ー
デ
ー
（
労
働
者
の
祝

日
）」
に
限
ら
れ
る
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
時
代
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
の

パ
ル
チ
ザ
ン
に
関
連
す
る
蜂
起
や
反
フ
ァ
シ
ス
ト
会
議
の
開
催
を
記
念
す
る
祝

日
が
存
在
し
た
が
、
そ
れ
を
維
持
し
て
い
る
の
は
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
北
マ
ケ
ド

ニ
ア
、
そ
し
て
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
一
部
に
限
ら
れ
る
。
そ
の

一
方
で
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
新
た
な
国
家
・
国
民
形
成
と
関
連
づ
け
ら
れ

る
新
た
な
祝
日
や
記
念
日
が
各
国
で
設
け
ら
れ
、
共
通
性
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

実
際
、
各
国
と
も
に
現
在
の
国
家
の
独
立
や
国
土
の
統
一
の
歴
史
を
確
認
し
う

る
事
件
や
決
議
を
祝
日
や
記
念
日
と
す
る
傾
向
が
非
常
に
強
く
見
ら
れ
る
。
ク

ロ
ア
チ
ア
や
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
で
は
、
事
実
上
の
独
立
戦
争
と
な
っ
た
一
九
九
〇

年
代
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
に
関
連
す
る
祝
日
や
記
念
日
も
少
な
く
な
い
。



70

た
だ
し
、
こ
う
し
た
祝
日
や
記
念
日
は
特
定
の
民
族
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を

持
つ
一
方
、
紛
争
の
際
に
敵
対
し
て
い
た
民
族
の
側
か
ら
見
れ
ば
祝
日
や
記
念

日
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
は
な
い
た
め
、
こ
れ
に
反
対
し
て
論
争
が
生
じ

る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
セ
ル
ビ
ア
に
お
け
る
「
セ
ル
ビ
ア
人
の
統
一
と
自
由

と
国
旗
の
日
」
や
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
地
域
の

一
部
に
お
け
る
「
す
べ
て
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
国
家
の
日
」
は
、
同
じ
意
味
で

問
題
化
さ
れ
や
す
い
事
例
と
い
え
る
。
も
と
よ
り
戦
争
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ

と
の
多
い
祝
日
や
記
念
日
を
、
住
民
の
対
立
を
助
長
す
る
の
で
は
な
く
、
い
か

に
し
て
和
解
の
機
会
と
す
る
か
が
、
各
国
政
府
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

　

本
稿
で
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
祝
日
や
記
念
日
の
位
置
づ
け
を

概
観
す
る
と
と
も
に
、
各
々
の
特
徴
と
争
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
実
際
の
祝
賀
行
事
・
記
念
式
典
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
点
を
含
む
詳
細
な
分
析
を
通
じ
て
、
各
国
で
祝
日
や

記
念
日
が
持
つ
意
味
を
継
続
的
に
検
証
し
て
い
き
た
い
。

注（
１

）Zakon o blagdanim
a, spom

endanim
a i neradnim

 danim
a u Republici H

r-
vatskoj. N

arodne novine, 110/2019.

（
２

）
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
「
歴
史
の
政
治
化
」
や
「
記
憶
の
政
治
」
に
関
し
て
は
、
数
多

く
の
論
考
が
あ
る
。
最
近
の
も
の
で
は
、A

lbert Bing, "Post-Com
m
unism

 and Re-
cent H

istory: T
he Case of Croaita," Gorana O

gnjenovic and Jasna Jozelic, 
eds., N

ationalism
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istory in the Form
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ugoslavia, 
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aylor M
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ugoslavia, 
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he Perils of the Europeanisation Process in Contem

porary 
Croatian M

em
ory Politics," A
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rošt, eds., E
uropea -

nisation and M
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ory Politics in the W
estern Balkans, Palgrave M

acm
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2021, pp.49-73.

等
を
参
照
。

（
３

）
橋
本
伸
也
「
中
東
欧
・
ロ
シ
ア
に
お
け
る
歴
史
と
記
憶
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政
治
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争
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」、
橋
本
伸

也
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ぎ
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│
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過
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を
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ぐ
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葛
藤
│
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ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
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〇
一
七
年
、
七
頁
。

（
４

）Zakon o praznicim
a Socijalističke Federativne Republike Jugoslavije, Sliž-

beni list SFR
J, 6/1973.

（
５

）ZGRA
D
A
 M

U
ZEJA

 4. JU
LA

 1941. Cultural M
onum

ents in Serbia. [http://
spom

enicikulture.m
i.sanu.ac.rs/] 

最
終
閲
覧
日
は
二
〇
二
二
年
一
月
八
日
（
以
下
、
す

べ
て
の
サ
イ
ト
の
閲
覧
日
も
同
じ
）。

（
６

）U
stav Federativne N

arodne R
epublike Jugoslavije, 31. januar 1946; U

stav 
Socijalističke Federativne R

epublike Jugoslavije, 7. april 1963. 

こ
れ
と
同
じ
く
国

章
に
日
付
を
入
れ
た
事
例
と
し
て
、
社
会
主
義
時
代
の
ア
ル
バ
ニ
ア
（
一
九
四
四
年
五
月

二
四
日
）
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
（
一
九
四
四
年
九
月
九
日
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
７

）Igor D
uda, D

anas kada postajem
 pionir. D

jetinjstvo i ideologija jugoslaven-
skoga socijalizm

a, Zagreb: Srednja Europa, Pula: Sveučilište Juraj D
obrira u 

Puli, 2015, p.108.
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om
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outh R
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aces : 1945-1987, Beograd: M
uzej istorije Jugoslavije, 

2008. 

こ
の
「
テ
ィ
ト
ー
の
リ
レ
ー
」
で
使
用
さ
れ
る
バ
ト
ン
は
装
飾
性
の
高
い
芸
術
作
品

も
多
く
、
現
在
は
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
歴
史
博
物
館
に
約
二
万
二
〇
〇

〇
点
が
保
管
・
展
示
さ
れ
て
い
る
。

（
９

）M
arc H

alder, D
er T

itokult. Charism
atische H

errschaft im
 sozialistischen 
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Jugoslaw
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ldenbourg, 2013, pp.193-214, 255-261; K
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eldendarstellungen im

 post-sozialistischen K
roatien 

und Serbien, Berlin: D
e Gruyter O

ldenbourg, 2017, pp.45-47.

（
10
）Zakon o blagdanim

a i neradnim
 danim

a u Republici H
rvatskoj, N

arodne 
novine, 14/1991.

（
11
）Zakon o pravim

a građana na odsustvovanje s rada na dan vjerskih blag-
dana, N

arodne novine, 19/1990.

（
12
）Zakon o Božićnom

 blagdanu, N
arodne novine, 53/1990.

（
13
）Zakon o blagdanim

a, spom
endanu i neradnim

 danim
a u Republici H

rvat-
skoj, N

arodne novine, 33/1996.

（
14
）O

dluku o osnivanju O
dbora za obilježavanje 50. obljetnice Bleiburških žr-

tava i žrtava K
rižnog rata, N

arodne novine, 20/1995. 

な
お
、
こ
の
決
議
で
は
「
十

字
架
の
道
（K

rižni put

）
の
犠
牲
者
」
で
は
な
く
「
十
字
架
の
戦
争
（K

rižni rat

）
の

犠
牲
者
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
15
）O

dluka o osnivanju O
dbora za obilježavanje 15. svibnja kao Spom

endana 
Bleiburških žrtava i žrtava K

rižnog puta, N
arodne novine, 33/1996.

（
16
）V

jeran Pavlaković, ”K
om

em
orativna kultura Bleiburga, 1990-2009., ” Sulej-

m
an Bosto, T

ihom
ir Cipek, ed., K

ultura sjećanja: 1945. Povijesni lom
ovi i 

svladavanje prošlosti, Zagreb: D
isput, 2009, pp.167-194.

（
17
）O

bilježena 76. godišnjica Bleiburga: V
eleposlanik Glunčić u im

e Republike 
H
rvatske položio vijenac, V

ečernji list, Zagreb, 15. 5 2021. [https://w
w
w
.vec 

ernji.hr/vijesti/obiljezena-76-godisnjica-bleiburga-veleposlanik-gluncic-u-im
e-

republike-hrvatske-polozio-vijenac-1492641]

（
18
）JA

V
N
A
 U

ST
A
N
O
V
A
 SPO

M
EN

-PO
D
RU

ČJE JA
SEN

O
V
A
C [http://w

w
w
.

jusp-jasenovac.hr/D
efault.aspx?sid=9282] 

門
間
卓
也
「
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
追
悼
式
典

を
巡
る
『
犠
牲
の
記
憶
』
│
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
『
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
の
政
治
潮
流
に
注

目
し
て
│
」『
ロ
シ
ア
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
社
会
』
一
〇
四
八
号
、
二
〇
二
〇
年
、
二
一
〜
三

九
頁
等
を
参
照
。

（
19
）Zakon o izm

jenam
a i dopuni Zakona o blagdanim

a, spom
endanu i nerad-

nim
 danim

a u Republici H
rvatskoj, N

arodne novine, 96/2001.

（
20
）O

dluka, N
arodne novine, 53/1991.

（
21
）U

stavna odluka o suverenosti i sam
ostalnosti Republike H

rvatske, 31/1991.

（
22
）Zakon o dopuni Zakona o blagdanim

a, spom
endanim

a i neradnim
 danim

a 
u Republici H

rvatskoj, N
arodne novine, 13/2002. 「

公
現
祭
」
の
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お

け
る
呼
称
は
「
聖
三
王
節
（Sveta tri kralja

）」
だ
が
、
本
稿
で
は
「
公
現
祭
」
で
統
一

し
て
い
る
。

（
23
）Zakon o dopunam

a Zakona o blagdanim
a, spom

endanim
a i neradnim

 da-
nim

a u Republici H
rvatskoj, N

arodne novine, 112/2005.

（
24
）Zakon o dopuni Zakona o blagdanim

a, spom
endanim

a i neradnim
 danim

a 
u Republici H

rvatskoj, N
arodne novine, 74/2011.

（
25
）Zakon o dopuni Zakona o blagdanim

a, spom
endanim

a i neradnim
 danim

a 
u Republici H

rvatskoj, N
arodne novine, 130/2011.

（
26
）O

dluka o apoenim
a i osnovnim

 obilježjim
a novčanica i kovanog novca 

kune i lipe, N
arodne novine, 37/1994; O

dluka o osnovnim
 obilježjim

a novča-
nice od 5 kuna izdanje 7. ožujka 2001. godine, N

arodne novine, 32/2001.

（
27
）Zakon o izm

jenam
a i dopunam

a Zakona o blagdanim
a, spom

endanim
a i 

neradnim
 danim

a u Republici H
rvatskoj, N

arodne novine, 55/2008.

（
28
）
国
際
連
合
広
報
セ
ン
タ
ー
「
国
際
デ
ー
」。[https://w

w
w
.unic.or.jp/activities/int 

ernational_observances/days/]
（
29
）A

lena Letina, T
am

ara K
isovar Ivanda, Ivan D

e Zan, Istražujem
o naš svijet 

1: udžbenik prirode i društva u prvom
 razredu osnovne škole, Zagreb: Škol-

ska knjiga, 2020, pp.116-120.
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（
30
）T

am
ara K

isovar Ivanda, A
lena Letina, Istražujem

o naš svijet 2: udžbenik 
prirode i društva u drugom

 razredu osnovne škole, Zagreb: Školska knjiga, 
2021, pp.106-109.

（
31
）A

lena Letina, T
am

ara K
isovar Ivanda, Ivan D

e Zan, Istražujem
o naš svijet 

1: udžbenik prirode i društva u prvom
 razredu osnovne škole, Zagreb: Škol-

ska knjiga, 2014, p.98; T
am

ara K
isovar Ivanda, A

lena Letina, Istražujem
o 

naš svijet 2: udžbenik prirode i društva u drugom
 razredu osnovne škole, Za-

greb: Školska knjiga, 2014, pp.110-111.

（
32
）D

ani kruha ‒ dani zahvalnosti za plodove zem
lje. U

druga Lijepa naša. 
[https://w

w
w
. lijepa-nasa.hr/dani-kruha/]

（
33
）Zakon o praznikih in dela prostih dnevih v Republiki Sloveniji (uradno 

prečiščeno besedilo), U
radni list R

S, št. 112/05 ‒ uradno prečiščeno besedilo, 
52/10, 40/12 ‒ ZU

JF, 19/15, 83/16 in 92/20.

（
34
）D

A
N
 SLO

V
EN

SK
EGA

 ŠPO
RT

A
, O

lim
pijski kom

ite Slovenije ‒ Združenje 
športnih zvez. [https://w

w
w
.olym

pic.si/novica/1272]

（
35
）U

stava Republike Slovenije, U
radni list R

S, št. 33/1991.

（
36
）Statistical O

ffice of the Republic of Slovenia, Census of population, house-
holds and housing 2002 (18. Population by religion, statistical regions, Slo-
venia, C

ensus 2002). [https://w
w
w
.stat.si/popis2002/en/rezultati_htm

l/
REG-T

-18EN
G.htm

]

（
37
）Zakon o državnim

 i drugim
 praznicim

a, Službeni list R
CG

, br. 27/2007, 
Službeni list CG

, br. 36/2013.

（
38
）Zakon o svetkovanju vjerskih praznika, Službeni list R

CG
, br. 56/1993, br. 

27/1994, Službeni list CG
, br. 73/2010

（
39
）Законот за празниците на Република М

акедонија (неоф
ицијално П

речистен 

текст). [https://w
w
w
.m

tsp.gov.m
k/W

BStorage/Files/zakon_praznici.pdf]

（
40
）LIGJI N

R. 03/L-064 PËR FEST
A
T
 ZY

RT
A
RE N

Ë REPU
BLIK

ËN
 E K

O
-

SO
V
ËS, G

A
ZE

T
A
 ZY

R
T
A
R
E
 E

 R
E
P
U
B
L
IK

Ë
S SË

 K
O
SO

V
Ë
S, PRIS-

H
T
IN

Ë: V
IT

I III, N
r. 30, 15 Q

ERSH
O
R 2008, LIGJI N

R. 03/L-064.

（
41
）Festat zyrtare në Republikën e K

osovës për vitin 2022 / Službeni prazni-
ci u Republici K

osova za 2022 god., Republika e K
osovës / Republika K

oso-
va / Republic of K

osovo, Q
everia / V

lada / Governm
ent, M

inistria e Punëve 
të Brendshm

e / M
inistarstvo U

nutrasnjih Poslova / M
inistry of Internal 

A
ffairs. [https://m

pb.rks-gov.net/f/86/ Festat-Zyrtare]

（
42
）Zakon o državnim

 i drugim
 praznicim

a u Republici Srbiji, Službeni gla-
snik R

S, br. 43/2001, 101/2007, 92/2011.

（
43
）Srbija i Republika Srpska dobijaju zajednički praznik, 15. septem

bra, kad 
je probijen Solunski front, T

elegraf, 26.08.2020. [https://w
w
w
.telegraf.rs/ves 

ti/politika/3229578-srbija-i-republika-srpska-dobijaju-zajednicki-praznik-slavi 
cem

o-ga-15-septem
bra]

（
44
）Plenković: V

učićev poziv je provokacija i nećem
o nasjesti, 24 sata, 15.09. 

2021. [https://w
w
w
.24sata.hr/new

s/plenkovic-vucicev-poziv-je-provokacija-i-
necem

o-nasjesti-784466]

（
45
）Закон о изгледу и употреби грба, заставе и хим

не Републике С
рбије, 

С
луж

бени гласник Републике С
рбије, бр.36/2009. 

こ
の
法
律
に
お
い
て
、državna 

zastava

とnarodna zastava

は
外
観
だ
け
で
な
く
細
部
の
使
用
方
法
ま
で
明
確
に
区
別

さ
れ
て
い
る
。

（
46
）Zakon o praznicim

a, Službeni list R
epublike BiH

, br. 2/92, 13/94; Zakon o 
praznicim

a Republike Srpske, Službeni glasnik R
epublike Srpske, br. 43/2007, 

Službeni glasnik BiH
, br. 77/2016 - rješenje U

S BiH
; Zakon o praznicim

a 
Brčko D

istrikta Bosne i H
ercegovine, Službeni glasnik Brčko distrikta BiH

, 
br. 19/2002.
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（
47
）U

z neustavni D
an RS: Sva svjetovna i vjerska praznovanja u BiH

, R
adio 

Free E
urope / R

adio Liberty, 9. januar/siječanj, 2021. [https://w
w
w
.slobodna 

evropa.org/a/dan- republike-2021-srpske-praznici-bih/31038812.htm
l]

（
48
）Zakon o blagdanim

a i neradnim
 danim

a u Županiji Zapadnohercegovač-
koj, N

arodne novine Županije zapadnohercegovačke, br. 9, 19. Srpnja 2004.

（
49
）Presuda U

stavnog suda FBiH
 od 20. novem

bra 1997. i 19. februara 1998. 
[http://w

w
w
.ustavnisudfbih.ba/bs/open_page_nw

.php?l=bs&
pid=158] ; Pre-

suda U
stavnog suda FBiH

 od 7. jula 1998. [http://w
w
w
.ustavnisudfbih.ba/bs 

/open_page_nw
.php?l=bs&

pid=178]


